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P−370　骨粗鬆症治療効果判定 に お け る 新規骨形成マ
ー

カーPINP の 有用 性
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【目的】ホ ル モ ン 補充療法（HRT ）の 治擦効果判定 に お ける 骨形成マ ーカーPINP の 有用性 を 最小有意変化を用 い て 他 の 骨代謝
マ ーカーと比 較検討 した．【方法】対象は骨粗鬆症あ る い は骨量減少 と診断され た 19例で，平均年齢 は59．5 ± 7．7歳 ．骨密度 は

DXA 法 に て 腰椎骨密度を 治療開始前，6 ヵ 月後，12 ヵ 月後 に 測定 し ， 骨形成マ ーカーは PINP ，　 BAP を，骨吸収 マ
ー

カ ーは

NTX ，　DPD を 治療開始前，1，3，6，12ヶ 月 後 に 定 量 した．薬 剤 は結合型 エ ス トロ ゲ ン0．625mg ／day を連 日投与 し，子宮 を有す
る症例で は ， 酢酸 ヒ ドロ キ シ プ ロ ゲ ス テ ロ ン 2．5mg／dayを併用 した．解析は t・test，　Willcoxon　signed −rank 　testを用い た．【成
績】腰椎骨密度 は 治療開始12 ヶ 月で 6．39± 4．39％ の 有 意 な増加 を 認 め た．骨代謝マ ーカーの 3， 6ヶ 月 で の 基 礎値 か らの 変化率 は

すべ て 有意 で そ れ ぞ れ PINP−31．9 ＋ ／− 4．6％，− 51．7 ＋ ／
− 4．9％ ，

　 BAP −17．8 ＋ ／− 4．2％，− 27．0 ＋ ／
− 3．9％，　 NTX ・20．1＋ ／

− ll．3
％，− 35．6 ＋ ／− 6．6％

，
．DPD −28．6 ＋ ／− 7，6％ ，

− 29．2＋ ／− 6．1％ で あ っ た．有意変化 の 基準と して最小有意変化 （MSC ）を超 えた
の は PINP，　BAP が 3，6ヶ 月，　NTX が 6 ヶ 月，DPD はすべ て の 時期 で，　MSC の 2 倍 を超えた の は 6ヶ 月の PINP の み で あ っ た．
PINP は 治療開始3 ヶ 月で 骨密度増力ll群17例 中15例が，6ヶ 月で は 増加群全例 で MSC を超 え た．【結論】P【NP は，　 HRT に よ る

骨粗鬆症治療効．
果の モ ニ タ リ ン グ に 有用で ある 可 能性 が 示 唆 さ れ た．

P −371　隔 日投与法 に よる ホ ル モ ン補充療法施行中の 腰椎骨密度の 長 期的推移
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ll…1的】ホ ル モ ン 補充療法（HRT ）の 副 作 用 を軽減 し コ ン プ ラ イア ン ス を高 め る 方法 として ， 低用量 HRT が 注目されて い る．
今 回 我 々 は，低用 旦 HRT と して 結合型エ ス トロ ゲ ン （CEE ）と 酢 酸 メ ドロ キ シ プ ロ ゲ ス テ ロ ン （MPA ）の 隔 日投 与 を行 い ，4
年間 に わ た り腰椎骨密慶の 推移を検討し ， 連 日投与 と比較 しなが らそ の IU・有効性を検討した．【方法】自然閉経お よ び 両側卵巣
摘出術後 の 患者を対象と して HRT 連 日投与67例お よ び 隔 日投 与 61例 を行 っ た．腰椎骨密度（BMD ）は 1 年毎に DEXA に て 測
飽した．【成績】連 El投与群 で は 閉経年齢平均46．0歳 ，　BMI 平均22．5，　BMD 平均0．88g／cm2 ，隔 日投与群で は 平均46，8歳，平均22．7，
平均O．92　g／cm2 ，両 群 問 に 有意差 を認 め なか っ た ．ま た 血 中 Ca，　P，　ALP も両群問 で 有意差を認め な か っ た．腰 椎骨密度の 平
均増加率 は，連 1…1投与群 は 1年後 ＋ 2．8％，2年後 ＋ 2．8％ で あ っ た が 3年後 は ＋ 2．4％ ， 4年後 ＋ 2．4％ と徐 々 に 低下 して きた の に

対 して ，隔 日投 与 群 で は 1 年後 は ＋ 】．1％ と低 か っ たが ， 2年後 ＋ 2．4％，3年後 ＋ 2．4％，4年後 ＋ 3．5％ と徐々 に 上昇す る 傾i‘ilを
示 した．すなわ ち，連 日投与群 で は 1〜2年で 腰椎骨密度は 増加す るが ， そ の 後 は 増加率 が 徐々 に 減少す る の に 対 して ， 隔 日投
与群で は 1 年後の 増加率 は低 い もの の ，そ の 後徐 々 に 上 昇する こ とが 明 らか と な っ た．【結論】CEE と MPA に よ る 隔 日投与
は，乳癌発症等の 剛作用を軽減 し コ ン プ ラ イ ア ン ス の 向上 に 有用 で あ る と と も に長 期 的 に も骨密度の 増加 お よ び 維持 の 而 か

らも有用 で ある と考えられた．

P−372　HRT に よ る閉経後骨粗鬆症 の 骨折予防効果
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tH的】米 国 の 大 規 模研究結果 か ら HRT の 効果 は
一

部疑問 視 さ れ て い る （乳癩発生率が増加，心血管系合併症 を 予防 しな い

等）．」
方大 腿骨頚部骨折の 予防効果 は 証 明 され た事よ り（WHI ），　HRT は 骨折予 防 に は 有 益 で あ る學 が 推測 され る．我 々 は 日

本人骨粗鬆症例 に お い て 低用 量 HRT が 脊椎骨々 折SCtl三を予 防す る か 前 向 き研究 に て 検討 した。【方法】対象 は閉経後骨 粗 鬆症

227例 で 同 意 の 上，以 下の 2 群 に 無作為 に分 類 した．対 照 群 （C 群
，

n ＝112＞は ア ス パ ラ Ca　600mg／day を投与 し，一
方 HRT

群（n 昌ll5）は 1司量 の Ca ＋ 結合型エ ス トロ ゲ ンO．3125＋ MPA2 ．5mg／day が 投与 され た．両群 の 腰椎骨密度測定（LBMD ，　DPX ．
IQ）お よ び脊椎 レ線搬影（2方向）を行 い

，　LBMD の 経時変化 と新規骨折発生 に つ い て 3年間検討 した．新規骨折 の 診断は Semi．
quantitative　analysis （Genanteta］．）を用 い た．【成績】両群 の 臨床背景 に は 差 を認 め なか っ た （年令60．8　vs　59．9才，閉 経後 期 間
12．1　vs 　10．9年，　Initial　LBMD 　O．80〔）vsO ．788　g／crnt ，既存脊椎骨折率 18．5　vs 　21．1％ ）．3年間検討 し えた症例 は C 群 108例，　HRT
群109例 で あ っ た．HRT 群 の LBMD は C 群よりどの 時点で も増 加した （p 〈 0．0001）．新規脊椎骨折例 は C 群 が 18例 （16．7％ ）に

対し HRT 群 は 7例 （6．4％ 〉と有意に抑制され た （p ＝O．Ol8）．HRT 群 で は 11例 に性器出血 また は乳房症状を訴えたが，結果的 に

中止 に至 っ た の は 5 例 で あっ た．子 宮体 癌，乳 癌，心 筋梗塞，脳硬塞発蛋 などの 重篤 な有害事象は 認 め られ なか っ た．【結謝
HRT は骨粗鬆症 例 に お い て は骨折予防効果が認め られ ， 有用 性 が リス ク を 上 回 る結果で あっ た，今後 HRT を遂行す る た め に

対象の 選 択，目的別の 有効性，用 量設定 に 配慮 し検 討 す る必 要 が ある と考え られ た．
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